
▪会長挨拶

　みなさんこんにちは。異常気象が相変わらず
続いております。今朝方も千葉県で記録的短時
間豪雨の警報が発令されました。５０年に一度、
あるいは１００年に一度の豪雨によって交通機
関がマヒ状態になったようです。雨だけなら良
いのですが最近の異常気象は地域によっては旅
客機の部品まで降ってくるようになってしまい
ました。大事になる前に安全対策をしっかり確
立して頂きたいものです。
　去る９月２５日に太田ローターアクトクラブ
の公式訪問として佐藤ローターアクト委員、板
橋幹事と私で例会に参加して参りました。現会
長の内山さんは太田女子高校で日本史を教えて

いる期待の若手講師です。内山会長は今年のター
ゲットを「変化×前進＝成長」という式に表し
て、全会員の力を結集して自分達を磨いていこ
う、と定めました。この式を見て「Ｅ＝ｍＣ２」
という物理式を思い出しました。今となっては
忘却の彼方にチラチラ見え隠れしている式です
が、簡にして要点をついた式であると思いまし
た。
　ローターアクトクラブは１９７１年にスター
トし、すでに４７年になろうとしています。長
い歴史があるのですが、まだまだ社会における
認知度は高いとは言えない状況です。現在は９
名の会員で運営されており、会員増強が求めら
れています。会員各位の事業所の中からローター
アクトクラブのメンバーを推薦して頂ければと
思います。活動予定を見ますと、とても９名の
会員の活動とは思えないほど多岐に亘っており
ます。特に新潟県とは現在も交流を続けており、
今年は伊香保で合同例会を開催すると聞いてお
ります。こうした交流を続けることでローター
アクトでならではの貴重な経験を重ねて頂きた
いと思います。　　
　また９月２４日には前橋市で開催された地区
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した。
　冒頭、地区米山奨学委員長である齋藤勝也
氏（富岡かぶらＲＣ）より米山奨学の現状につ
いて説明がありました。ロータリー米山奨学会
は「勉学または研究のために来日し、我が国の
大学等教育機関に在籍する外国人に対して奨学
金を支給し、よってロータリーの理想とする国
際理解と国際親善と平和に寄与する」ことを目
的としています。日本で学ぶ外国人留学生を支
援する目的で毎年８００名余の学生に奨学金を
支給しています。当地区では毎年２０名ほどに
支給しており、来年２月には奨学生が決定し各
クラブに世話クラブの斡旋を行う予定になって
います。これにかかる費用は会員各位の寄付金
に掛かっています。会員各位には地区目標とし
て１６，０００円以上の寄付をお願いしておりま
す。太田クラブでは昨年地区目標を大きく超え
る２２，０００円／人のご寄附を頂きました。あ
るクラブでは「俺も出すからお前も出せ」とい
うことで積極的に支援をお願いして目標を達成
したという報告がありました。説明の後、米山
奨学の体験談として群大大学院で皮膚科の研究
を行っている留学生のリヤナゲ・ベレーラ・マ
ノシカ・ブッディニさんから「米山奨学金を受
けるようになってから安心して勉学に専念でき
ることができ、帰国したら故国の医療に貢献し
たい」という話がありました。
　ついでカウンセラーの体験談として「若い学
生との交流を続けて最も大切なカウンセラーの
役割とは留学生に寄り添うことであり、決して
当方から何かアクションを起こすのではなく適
正な距離感を保つが大切である」との報告を頂
きました。奨学生は学業が第一であり、例会出
席は奨学生の負担にならないよう考慮する必要
があります。
　当地区米山奨学会学友会会長の挨拶では、奨
学金を頂くことによって大変貴重な体験をし「四
つのテスト」を基本として広範なボランティア
活動を行っている、という話を頂きました。第
４分区Ｂガバナー補佐槻岡 行支氏からは、ロー
タリー歴が浅いままに会長を務めガバナー補佐
になってしまったが、クラブ目標を「米山寄付

で地区のトップになろう」と定め、人材の育成
を使命ととらえて活動を行う中で、何かにつけ
て飲みにケーションを行って寄付金を募り、米
山に関する募金箱「ＹｏＮｅＹａＭａ　ＢＯＸ」
を設置して例会時に募金して頂いている、とい
う話を頂きました。コーヒーブレイクの後、Ｄ
ＶＤ「世界へ届け米山の懸け橋」の映写、そし
て米山奨学会理事高木 貞一郎氏より「ロータ
リー米山記念奨学事業美について」の講話があ
りました。
　米山奨学会は「苦学生」が対象なのではなく「将
来日本にとって役立つ人材への支援」が目標で
す。日本への留学生は中国・ベトナムが多くなっ
てきましたが、近年は就職のために奨学金を利
用する人が多くなっており、その結果音信不通
になった奨学生が７．１％にも上っている、とい
う大変悩ましい結果が報告されました。貴重な
奨学金を頂いている訳ですから、将来は出身国
と日本の懸け橋となるべく学業に専念して頂き
たいと切に願います。将来の日本のためにも米
山奨学会へのご支援を宜しくお願い致します。
簡単ではありますが、以上が米山セミナーの報
告ならびに会長挨拶となります。どうもありが
とうございました。

▪幹事報告
1.  報告事項
（1）横幕 和幸広報・雑誌委員長より頂きま

したサッポロライオンの割引優待券をＢ
ＯＸの中に入れさせて頂きました。ご確
認宜しくお願いします。。

（2）日本事務局経理室より１０月の国際
ロータリーレートのお知らせが届きまし
た。９月末まで１ドル＝１０９円でした
が１０月のロータリーレートは１ドル＝
１１２円となります。

（3）ガバナー事務所から前橋問屋センター
会館駐車場についてのご案内とガバナー
事務所来客用駐車場の地図が届いており
ます。回覧しておりますのでご確認願い
ます。地図等を個別に欲しい方がいらっ
しゃいましたら事務局までご連絡くださ



い。
2.  回覧内容

①地区大会の出欠確認
②第４分区Ａ・Ｂ１０クラブ親睦チャリ
　ティゴルフ大会の出欠確認

3.  他クラブの例会変更
分区内：館林ミレニアム・太田中央  各RC
分区外：前橋中央・前橋北・富岡中央
　　　　各RC

《国際奉仕委員会》
①松本　隆  国際奉仕委員長

「韓日親善会議報告」
　第 14 回日韓親善会議の報告をさせて頂きま
す。
　【渡航日程】９月２２日（金）出国
　　　　　　  ９月２４日（日）帰国
　【参加会員】竹内　正幸  パストガバナー
　　　　　　  板橋　一博  幹事
　　　　　　  島田　光貴  親睦委員長
　　　　　　  松本　　隆  国際奉仕委員長
　【スケジュール】
　●９月２２日（金）
　　　　ＡＭ　７：３０  群馬出発
　　　　ＰＭ１２：０５  羽田空港発

　　　　　　　　（アシアナ航空）
　　　　ＰＭ　３：００  ソウル金浦空港着

　　　　　　　　自由行動　焼肉食べ放題
　●９月２３日（土）
　　　　ＰＭ１２：００  日韓親善会議会場へ

（グランドハイアット：五つ星ホテル）

　　　　ＰＭ１２：３０  登録開始
　　　　ＰＭ　１：３０  日韓親善会議開催
　　　　ＰＭ　６：３０  晩餐会
　日韓親善会議は２年に１回、韓国と日本で持
ち回りで開催され、途中不開催の時期もあった
ようですが、今年で３５年目を迎える日本と韓
国の親善を深める民間外交の代表的使節団の位
置づけです。
　参加人数は総勢１，０００名（日本３００名　
韓国７００名）となっております。日本の大使
が祝辞を述べた後、仁川大学（私学の雄：ソウ
ル大学は国立大の雄）の学長が挨拶をされまし
た。祝賀講演ではリトルエンジェルス芸術団と
いう世界的に有名な小学生の歌唱団の素晴らし
い歌を聞くことができました。
　晩餐会終了後に、ニュー大田メンバーとの交
流会に臨みました（乾杯はいつもの爆弾焼酎）。
参加メンバーは相変わらずの飲みっぷりでした
が、太田ＲＣ６０周年記念に来日頂いた御礼も
含め、有効な交流の機会を得るに至りました。
２０１８年４月２８日ニュー大田地区大会があ
りますので、ご都合のつく方は是非ともご参加
ください。

《出席委員会》

▪点鐘 &「我等の生業」斉唱

○会員総数

○事前メーク

○本日の出席

○出席率

73 名

20 名

36 名

76.71％

｝56 名


